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を持つとともに、母語話者 JFL 教師の採用にも関わりうる日本語教師 41 名である。彼
らを対象として母語話者 JFL 教師に期待する資質についてオープンエンドの質問を準
備し、全員個別に１～２時間程度の半構造化インタビューを行った。そこから得られた
発言を文字化して、SCAT(Step for Coding and Theorization)を採用した質的分析を行
い、また地域ごとの比較を行うべく、質的データを量的データとして扱うミックス法を
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